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本年も当組合をよろしくお願い申し上げます
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げ
ま
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小
田
島 

親
守

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
組
合
員
の
皆
様
、
そ
し
て
ご
家
族
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
６
月
の
長
雨
に
よ
り
初
期
生
育
の
不
良
や
湿
害
が

発
生
し
、
さ
ら
に
８
月
末
に
は
台
風
10
号
に
よ
り
園
芸
施
設
や

農
業
用
倉
庫
を
は
じ
め
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
皆
様
方
に
は
あ
ら
た
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
内
の
情
勢
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
政
府
の
規
制
改
革
推
進

会
議
が
現
場
を
無
視
し
た
性
急
な
農
協
潰
し
を
提
言
し
、
一
部

メ
デ
ィ
ア
も
そ
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
る
よ
う
に
「
農
協
は
生
産

者
の
経
営
発
展
を
阻
害
す
る
悪
で
あ
る
」
と
い
う
誤
っ
た
意
図

的
な
レ
ッ
テ
ル
貼
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
農

協
は
先
人
た
ち
の
苦
難
の
末
に
生
み
出
さ
れ
て
き
た
自
主
自
立

の
協
同
組
織
で
あ
り
ま
す
。『
自
分
だ
け
よ
け
れ
ば
良
い
』と
い
っ

た
よ
う
な
、
個
人
至
上
主
義
・
市
場
原
理
偏
重
と
い
う
新
自
由

主
義
的
な
考
え
方
は
、
ま
さ
に
非
協
同
で
あ
り
他
人
を
押
し
の

け
て
で
も
自
分
だ
け
得
を
し
よ
う
と
い
う
理
不
尽
な
欲
望
を
協

同
組
合
は
満
た
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。『
組
合
員
み
ん
な
の
利
益
の

た
め
に
尽
く
す
こ
と
が
、
自
分
の
利
益
に
還
っ
て
く
る
』
こ
れ

が
協
同
活
動
の
経
済
原
理
で
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
協
同

組
合
の
原
点
・
理
念
を
要
と
し
な
が
ら
、
次
世
代
に
継
承
で
き

る
「
力
強
い
農
業
」
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
29
年
度
は
第
11
次
中
期
経
営
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年

と
な
り
ま
す
。
農
家
組
合
員
個
々
の
顔
の
見
え
る
農
協
・
小
回

り
の
き
く
農
協
と
し
て
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
事
業
展
開
に

よ
り
、
組
合
員
の
経
営
と
生
活
向
上
・
地
域
農
業
の
振
興
を
図

る
こ
と
を
念
頭
に
組
合
員
の
経
営
安
定
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

29
年
度
営
農
指
導
基
本
方
針
・
中
期
経
営
計
画
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
健
全
な
Ｊ
Ａ
で
あ
る
こ
と
が
組
合
員
の
負
託
に
応
え
る

も
の
と
信
じ
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
展
開
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
な
お
一
層
の
事
業
結
集
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
災
害
が
な
く
ご
家
族
皆
様
が
健
康
で
豊
穣
の
出
来

秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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「美味しいね♪」子供たちの笑顔が溢れました♪

　

昨
年
11
月
、
平
成
28
年
度
農
業
後
継
者
就
農
激
励
会
が
農
協
大
会

議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
の
農
業
後
継
者
は
、
仁
木
宏

直
さ
ん
（
経
営
者
・
仁
木
明
さ
ん
）、
平
野
亮
介
さ
ん
（
経
営
者
・
平

野
俊
春
さ
ん
）、
笹
森
綾
香
さ
ん
（
経
営
主
・
笹
森
誠
さ
ん
）、
松
永

悠
佑
さ
ん
（
経
営
主
・
松
永
政
幸
さ
ん
）
の
４
名
。

　

当
日
は
Ｊ
Ａ
役
職
員
、Ｊ
Ａ
青
年
部
・
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
役
員
が
出
席

し
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手
に
励
ま
し
と
期
待
の

言
葉
が
数
多
く
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

新世代の担い手たち　～農業後継者激励会が行われました～

　

Ｊ
Ａ
今
金
町
女
性
部
・
青
年

部
の
部
員
ら
が
昨
年
11
月
18
日
、

町
内
の
小
・
中
学
校
、
へ
き
地

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
を
訪

れ
、「
今
金
産
ゆ
め
ぴ
り
か
の

お
に
ぎ
り
」、「
今
金
男
し
ゃ
く

の
塩
煮
」
を
児
童
生
徒
と
一
緒

に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
活

動
は
「
ふ
る
さ
と
の
恵
み
と
ほ

ほ
笑
み
に
感
謝
す
る
日
」
と
題

さ
れ
、
今
年
で
９
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
生
産
者
の
作
物
に
対

す
る
想
い
、
育
て
る
苦
労
を
学

び
、
郷
土
で
と
れ
た
作
物
で
あ

る
『
ふ
る
さ
と
の
恵
み
』
に
感

謝
す
る
心
を
育
む
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
、
と
い
う
目
的
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

食
材
な
ど
必
要
な
も
の
の
購

入
に
は
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
教
育
活

動
助
成
（
食
育
推
進
事
業
）」

が
充
て
ら
れ
、
児
童
生
徒
た
ち

の
食
育
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

松永悠佑さん　笹森綾香さん　平野亮介さん　仁木宏直さん
写真前列左より
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今
金
町
農
協
青
年
部
は
昨
年
11

月
、
27
年
度
に
引
き
続
き
看
板
制

作
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
、
地
域
住
民
等
が
共
感
を
持

つ
手
作
り
の
看
板
を
通
じ
、
農
業

の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
大
切
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
お
り
、
27
年
度
は
「
全

国
消
費
者
団
体
連
絡
会
賞
」
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。

　

看
板
は
町
内
国
道
沿
い
の
Ｊ
Ａ

倉
庫
壁
面
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ＪＡ今金町事業推進協議会が開かれました各地区で営農懇談会が行われました

　

昨
年
12
月
、
各
地
区
で
営
農
懇

談
会
が
開
か
れ
、
営
農
指
導
方
針

等
に
つ
い
て
地
区
担
当
者
か
ら
説

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
予

備
日
を
設
け
地
区
会
場
に
出
席
で

き
な
か
っ
た
方
に
向
け
て
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か

ら
の
話
し
合
い
が
と
て
も
重
要
で

す
。
農
協
で
も
参
加
し
や
す
い
雰

囲
気
作
り
に
努
め
ま
す
の
で
、
女

性
や
農
業
後
継
者
の
方
の
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

内容盛りだくさん！第５５回農村女性文化祭

　

Ｊ
Ａ
今
金
町
女
性
部
に
よ
る
第

55
回
農
村
女
性
文
化
祭
が
昨
年
12

月
に
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー
に
て
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
せ
た
な
警
察

署
か
ら
「
特
殊
詐
欺
に
遭
わ
な
い

た
め
に
！
」
と
題
し
講
演
が
行
わ

れ
、
午
後
の
部
で
は
部
員
皆
さ
ん

趣
向
を
凝
ら
し
た
演
芸
発
表
を
披

露
し
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
手
芸
品
や
加
工
品
も
多
数

展
示
さ
れ
来
場
者
の
興
味
を
ひ
き

ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
、Ｊ
Ａ
今
金
町
事
業
推

進
協
議
会
が
開
か
れ
各
地
区
の
代

表
者
や
生
産
部
会
代
表
者
ら
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
３
カ
年
の
計
画
と
な
る
「
第

11
次
中
期
経
営
計
画
」
の
内
容
を

協
議
す
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
地
域
農
業
全
体
の
課

題
や
Ｊ
Ａ
各
部
門
の
見
通
し
・
計

画
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。
策
定
後
は
、
計
画
に
基
づ

き
事
業
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今金町農協青年部「手作り看板」完成！

会
議
で
は
前
向
き
・
建
設
的
な

　
　

提
案
や
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た

▲

特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
の
講
演
の
様
子

▲

予
備
日
の
様
子

森
川
農
業
経
営
課
長
が
進
行
し
ま
し
た

▲

完
成
を
祝
し
み
ん
な
で
記
念
撮
影

▲
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農
業
協
同
組
合
と
は

い
ま
改
め
て

　
　
考
え
る

 　ＪＡとは Japan Agricultural Co-operatives
（ジャパン アグリカルチャル コーポレイティ
ブス＝日本の農業協同組合）の略で、農業協
同組合を象徴する愛称として 1992 年 4 月か
ら使用されています。ＪＡ（農協）は、農業者
がお互いに連携し、助け合う事を意味する「相
互扶助」の精神のもとに、農家組合員の農業
経営と生活を守り、より良い地域社会を築く
事を目的として作られた協同組合です。

● 農協の愛称『ＪＡ』

　ＪＡは主に、農業経営・生産技術・生活のアドバイス（指導事業）、農産物の販売（販売事業）、
生産や生活物資の供給（購買事業）、資金調達や貯金（信用事業、一般で言う金融事業）、各
種共済（共済事業、一般で言う保険事業）など色々な事業を、農家お互いのために行っています。

　協同組合と株式会社では、設
立の基本的な考え方や運営が大
きく異なります。協同組合の目
的は組合員の生産や事業、生活
を守ることで、利潤の追求では
ありません。
　さまざまなＪＡ事業は、農家
同士の助け合い「相互扶助」に
より、集めた資金で共同施設を
作ったりローンを貸し付けでき
るようになり、農産物がまとま
ることで販売に交渉力を持った
り、共同購入によって資材価格
の交渉力を持ったりと、優位性
を持った営農や生活の確保と質
を高めることが目的です。さら
に、全道・全国的にＪＡグルー
プとなってより力を発揮できる
ように組織されています。
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いま改めて考える  ～農業協同組合とは～

組合員 職　員

今金町農協の主人公とは誰でしょう？ 三者は密接な関係で結ばれています。
信頼関係が大切です。
それぞれが果たすべき役割・行動基
準をもっています。

◇役員の役割 ・行動基準　
　・組合員の声を尊重し、誠実に職務を果たします。
　・地域や自己の利益にとらわれず、組合員全体の幸せのため努力します。
　・組合員に組合の方針、計画が理解されるよう適切に情報を伝えます。
　・組合員の自主的組織活動が活発になるよう働きかけ、その育成に心がけます
　・相手の立場を尊重し、組合内の調和をはかります。
◇組合員の役割 ・行動基準　
　・組合の事について進んで発言し建設的提言をします。
　・協同活動に参加し、進んで事業や施設を利用します。
　・協同の力で組合員同士の助け合いの輪を広げます。
　・地域の中で、協同の利益を語り仲間づくりに努めます。
　・会合には遅れず出席し、みんなの時間を無駄にしないようにします。
◇職員の役割 ・行動基準　
　・協同組合の基本理念と原則をよく理解し、組合員・役員とともに協同活動を推進します。　
　・組合の運営事業方針をよく理解し、計画達成に努力します。
　・担当する職務の遂行のため自己研鑽・研修活動に努めます。
　・日常の業務執行にあたり、誠実と公正を旨とします。
　・組合の発展のための建設的な提言を積極的に行います。

組合長や理事

協
同
の
利
益
の
実
現
・
皆
の
幸
せ
の
実
現

　　　　　　　　　　　権利と責任は表裏一体
　・誰もが自由な営農をする権利があります。しかし、組合に参画している以上は
　　ルールやマナーを守らなければなりません。
　・自分の行動や言動が周りに絶えず影響を与えることを知らなければなりません。
　・皆がひとつになることで、一人で達成できないことも乗り越えることができます。
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